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医学

　

そ
し
て
、
こ
の
危
険
因
子
が
重

な
る
ほ
ど
心
疾
患
の
発
症
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
（
図
２
）。

◆
血
糖
値

　

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
量
の
こ
と

で
す
。
多
い
と
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
す

原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
血
圧

　

心
臓
は
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
収
縮

と
拡
張
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
全

身
の
臓
器
や
組
織
に
酸
素
と
栄
養

栄養管理室　管理栄養士　主任　田中   庸子

     メタボって！                   メタボって！　

因
と
な
る
の
に
対
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
管
壁
に
付

着
し
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
積
極
的
に
抜
き
取
り
排
除
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

イメージ図

肝臓

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
為
に
、
自

宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
や
つ
い
つ

い
食
べ
過
ぎ
た
り
は
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
う
し
た
生
活
習
慣
の
変

化
か
ら
、
肥
満
に

な
る
人
も
増
加
し

て
お
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
名

前
の
由
来
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

「M
ETABO

LIC

」
は
代
謝
、
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
「SYN

DRO
M

E

」
は
、

症
候
群
と
い
う
意
味
で
す
。
40
歳

か
ら
74
歳
を
対
象
と
し
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
（
表
面
的
に
は
痩
せ
て

い
て
も
内
蔵
太
り
の
状
態
）
と
『
高

血
糖
』『
高
脂
血
症
』『
高
血
圧
』

な
ど
の
危
険
因
子
が
集
ま
っ
た
状

態
が
メ
タ
ボ
と
称
さ
れ
ま
す
。
検

査
・
診
断
は
図
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
（
図
１
）。

　

日
本
人
で
は
、
中
高
年
の
男
性

２
人
に
１
人
、
女
性
で
は
５
人
に

１
人
に
み
ら
れ
る
症
状
で
、
そ
の

数
は
１
９
０
０
万
人
以
上
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

 

血
液
検
査
メ
モ

◆
中
性
脂
肪

　

体
内
に
あ
る
脂
肪
の
一
種
で
す
。

摂
取
さ
れ
た
食
物
の
中
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
な
か
っ
た

糖
質
や
脂
肪
は
、
大
部
分
が
皮
下

脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
中
性
脂
肪
で
す
。

血
中
の
中
性
脂
肪
が
高
い
と
い
う

こ
と
は
、
肥
満
症
や
脂
肪
肝
に
な

り
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

　

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
テ
ロ
ー
ル
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
２
種
類
が
あ
り
、

前
者
が
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

後
者
が
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
動
脈
壁
に
蓄
積
す

る
性
質
が
あ
り
、
動
脈
硬
化
の
一

（下記のいずれかまたは両方）

（下記のいずれかまたは両方）

※労働省作業関連疾患総合対策研究班の調査（2001）より

もっとも
細い部分では
ありません
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と
出
て
き
た
り
し
た
ら
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

 

メ
タ
ボ
の
改
善

　　

メ
タ
ボ
を
引
き
起
こ
す
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
、
そ
の
原
因
は
、「
過

食
」
と
「
運
動
不
足
」
で
す
。
い

き
な
り
標
準
体
重
を
め
ざ
す
と
い

う
の
は
無
理
が
か
か
る
の
で
、
ま

ず
は
３
～
６
カ
月
か
け
て
現
体
重

の
５
％
を
減
量
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
ょ
う
。

 

食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ

　
　
　
　

食
習
慣
ポ
イ
ン
ト

◆
欠
食
な
く
３
食
を
規
則
正
し
く

　

欠
食
は
食
事
と
食
事
の
間
隔
が

あ
く
た
め
、
ま
と
め
食
い
を
し
て

１
回
の
食
事
量
が
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◆
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
む

　

脳
が
「
お
腹
い
っ
ぱ
い
」
と
感

じ
る
ま
で
に
約
20
分
程
度
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
食
い
は

食
べ
過
ぎ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
野
菜
料
理
を
充
実
さ
せ
る

　

見
た
目
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
出

す
た
め
野
菜
料
理
を
多
く
揃
え
る

こ
と
は
、
食
べ
過
ぎ
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。
１
日
350
ｇ
を
目
標

に
し
ま
し
ょ
う
（
カ
リ
ウ
ム
制
限

の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
で
す
）。

◆
間
食
や
デ
ザ
ー
ト
は
控
え
る

　

見
た
目
よ
り
も
カ
ロ

リ
ー
が
高
い
で
す
。
食

べ
る
量
や
回
数
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

◆
夕
食
後
か
ら
寝
る
ま
で
の

　
　
　
　
　

間
の
飲
食
を
控
え
る　

　

夕
食
後
の
さ
ら
な
る
飲
食
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
す
ぎ
に
な
り
、

内
臓
脂
肪
を
増
や
す
原
因
と
な
り

ま
す
。

◆
外
食
で
は
栄
養
表
示
を

　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
に
す
る

　

外
食
は
塩
分
・
脂
肪
の
量
が
多

く
、
野
菜
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
主
食
・
主
菜
・
副
菜
（
野
菜
）

の
揃
っ
た
定
食
を
選
ぶ
と
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
、
満
足
感
を
得
ら
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

在宅診療科
中島　光

　

緩
和
ケ
ア
科
お
よ
び
在
宅
診
療
科

へ
赴
任
い
た
し
ま
し
た
中
島
光
（
な

か
じ
ま 

ひ
か
る
）
と
申
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
寄
り
添
い
、

一
人
一
人
の
思
い
を
尊
重
し
、
共
に

病
と
向
き
合
う
こ
と
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
。

　

専
門
は
麻
酔
科
領
域
で
、
患
者
さ

ん
に
し
か
分
か
ら
な
い
痛
み
な
ど
辛

い
症
状
を
、
本
人
と
話
し
合
い
な
が

ら
治
療
し
て
い
く
こ
と
を
得
意
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
身
体
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
の
痛
み
を
全
て
取
り

除
け
る
こ
と
は
実
は
少
な
く
、
痛
み

と
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
少
し
で
も
そ
の
人
ら
し
く
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

私
の
務
め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
心
の
痛
み
や
人
に
は
言
い
に

く
い
社
会
的
な
痛
み
も
軽
視
で
き
な

い
辛
さ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
辛
さ
を

も
私
達
の
チ
ー
ム
に
ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
任
医
師
紹
介

整形外科
田中  竜実

　

こ
の
度
、
湘
南
中
央
病
院
に
勤
務

す
る
こ
と
と
な
っ
た
田
中
竜
実
（
た

な
か 

た
つ
み
）
と
申
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
は
山
口
県
で
川
崎
医
科
大

学
を
卒
業
後
、
東
海
大
学
整
形
外
科

に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
柔
道
を
習
っ
て
い

た
事
か
ら
、
競
技
中
の
ケ
ガ
し
た
選
手

を
見
る
こ
と
が
多
く
、
整
形
外
科
医
を

志
す
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
の
舞
台
も
経
験
し
、
東
海
大
学
系

列
の
高
校
・
大
学
の
選
手
の
身
体
的
・

肉
体
的
な
強
さ
を
実
感
し
、
こ
の
よ
う

な
選
手
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
神
奈
川
の
地
に
足
を
踏

み
入
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
外
来
診
療
を
し
つ
つ
、
救

急
の
現
場
に
て
対
応
を
メ
イ
ン
に
働

い
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
腰
痛
・
筋
肉
痛
等
の
日

常
的
な
疼
痛
か
ら
骨
折
等
の
外
傷
ま

で
幅
広
い
疾
患
に
対
し
て
親
身
な
診

療
を
心
が
け
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

を
運
ぶ
働
き
を
担
う
血
液
を
送
り

出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
血
液

が
血
管
の
内
側
（
血
管
壁
）
に
与

え
る
圧
力
が
血
圧
で
す
。
血
圧
値

は
、
心
臓
が
１
回
の
収
縮
で
送
り

出
す
血
液
の
量
と
、
血
管
の
太
さ

や
壁
の
硬
さ
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
送
り
出
す
血
液
量
が
多
く
、

血
管
が
細
く
、
血
管
壁
が
硬
い
ほ

ど
血
圧
値
は
高
く
な
り
ま
す
。

 

腹
囲
測
定

　　

最
近
は
メ
タ
ボ
の
診
断
に
用
い

ら
れ
る
腹
囲
に
関
し
て
、「
身
長
の

半
分
」
の
数
字
を
考
え
な
け
れ
ば

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
身
長
180
㎝
の
人
と
160
㎝

の
人
で
、
腹
囲
の
基
準
が
同
じ
で

い
い
は
ず
が
な
い
と
い
う
考
え
か

ら
で
す
。
腹
囲
が
身
長
の
半
分
以

上
に
な
っ
た
ら
、
要
注
意
だ
と
い

う
の
で
す
。

　

腹
囲
は
身
長
の
半
分
以
下
が
理

想
的
で
、
身
長
160
㎝
の
人
が
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ズ
80

㎝
を
超
え
た
り
、

お
腹
が
ポ
コ
ッ
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コ
ロ
ナ
の
為
、
前
述
の
メ
タ
ボ

気
味
で
あ
る
こ
と
、
運
動
不
足
気

味
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
お
勧
め
な
の
は
、
手
軽
に
で

き
る
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
ラ
ジ
オ

体
操
が
始
ま
っ
た
の
は
、
１
９
２
８

(

昭
和
３)

年
11
月
１
日
に
「
国
民

保
健
体
操
」
と
い
う
名
で
始
ま
っ

た
の
が
最
初
で
す
。

　

効
果
効
能
と
し
て
、

第
一
は
３
分
13
秒
で
13

種
類
、
第
二
は
３
分
８

秒
で
同
じ
く
13
種
類
で

す
が
、
第
一
は
「
血
行
・

歪
み
・
肩
こ
り
」、
第
二

は
「
筋
力
・
内
臓
」
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
第

一
、
第
二
と
き
ち
ん
と

や
れ
ば
、
脈
拍
は
100
以

上
（
安
静
時
の
２
倍
）

に
上
が
り
、
そ
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約   

Kcal
に
な
り
ま

す
。
男
性
の
望
ま
し
い
運
動
量
は
、

１
日    

Kcal
、
女
性
で　

Kcal
と
な
る

の
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
だ
け
で
、
１

日
に
必
要
な
運
動
量
の
1/7
～

1/10
と

な
り
ま
す
。

〇
ラ
ジ
オ
体
操
の
や
り
方

　

我
々
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
明
治
地
区
に
お
い
て
月

～
金
曜
日
に
公
園
等
で
、
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
、
第
二
と
み
ん
な
の
体
操
、

藤
沢
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
わ
せ
み

体
操
、
プ
ラ
ス
10
体
操
を
約
30
分

間
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
行
っ
て

い
る
様
子
を
前
か
ら
見
て
い
る
と
、

自
分
流
の
や
り
方
で
行
っ
て
い
る

方
が
多
く
、
少
し
意
識
す
れ
ば
も
っ

と
効
果
が
あ
る
の
に
や
、

身
体
に
負
担
が
か
か
ら

な
い
か
心
配
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
紙
面
の
関
係

も
あ
り
、
２
つ
だ
け
お

話
を
し
ま
す
。

①
「
腕
を
振
っ
て

　
　

脚
を
伸
ば
す
運
動
」

　

第
一
と
第
二
の
二
つ

に
共
通
す
る
体
操
で
す
。

全
身
の
血
行
を
促
す
運
動
で
す
が
、

ま
ず
、
両
足
首
を
60
度
に
ま
げ
て

か
か
と
を
く
っ
つ
け
た
状
態
で
上

げ
下
げ
を
や
り
ま
す
。
よ
く
「
か
か

と
で
１
万
円
札
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
く
っ
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。
の
び
の
び
と
ふ

り
、
真
横
ま
で
ふ
り
上
げ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

②
「
体
を
真
横
に
曲
げ
る
運
動
」

　

横
曲
げ
で
背
骨
を
柔
軟
に
し
ま

す
。
さ
ら
に
脇
腹
の
筋
肉
を
伸
ば

す
た
め
、
消
化
器
官
の
働
き
を
促

進
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
見
て

い
る
と
、
手
を
曲
げ
る
前
に
体
が

先
に
横
に
倒
れ
、
そ
れ
に
手
が
く
っ

つ
い
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
正
し
く
は
腕
を
真
横
に
上
に
早

め
に
勢
い
よ
く
振
り
上
げ
て
、
腕

が
耳
の
上
に
来
る
よ
う
に
し
て
腕

と
頭
が
一
緒
に
倒
し
ま
す
。
腕
の

重
さ
で
頭
を
横
に
倒
す
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
さ
ら
に
か
か
と
は
上
が
ら

な
い
よ
う
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

即
効
性
の
あ
る
運
動
で
は
な
く
、

じ
わ
じ
わ
と
効
い
て
く
る
運
動
と

し
て
、
継
続
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
の

ラ
ジ
オ
体
操
で
、
指
先
を
伸
ば
し

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
細
か

い
点
ま
で
見
る
と
、
今
ま
で
行
っ

て
い
た
の
と
違
う
効
果
が
得
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

最
後
に
、
明
治
地
区
で
は
現
在
、

８
か
所
の
公
園
等
で
体
操
を
行
っ

て
い
ま
す
。
藤
沢
市
内
で
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワンポイント・クリニック

ラジオ体操しませんか？

藤沢市明治いきいきサポートセンター
主任介護支援専門員　田代　真樹

30

300

200

①「腕を振って脚を伸ばす運動」②「体を真横に曲げる運動」

　これまで健康管理センターでは、前年度に成人検診をお受け頂いた方に、藤沢市成人検診のご案内と大
腸がん検診用の検便容器を郵送しておりましたが、このたび諸般の事情によりこれらの郵送を中止させて
いただくことになりました。今年度、大腸がん検診をご希望の場合は、ご予約した受診日に検便を提出で
きるように、できるだけ事前に検便容器を受け取りにご来院していただけますようお願いいたします。
　藤沢市成人検診の詳細に関しては、市から郵送される『成人検診のお知らせ』または、藤沢市のホーム
ページでご確認ください。
　今まで、郵送による検便容器を使用し大腸がん検診をお受けくださっていた皆様にはご不便をおかけい
たしますが、ご理解とご了承のほどよろしくお願いいたします。

　健康管理センターでは感染予防対策を取りながら、全て予約制で承っております。先ずはお電話でのご
予約をお待ちしております。

【ご予約電話番号】　0466-36-8155（健康管理センター直通）

※電話が繋がらない場合は、時間を空けてから改めてお掛け直しくださいますよう、
　ご迷惑おかけしますが、何卒よろしくお願い申し上げます

予約受付時間：午前 8：30 ～午後 16：00 まで 
　※水・土曜日のみ 午前 8：30 ～ 12：00 まで　
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　大学の講義が始ま
る前、４月の初頭少
し時間があった。伊
豆下田の旅館を予約
し数冊の書籍を抱えて投宿し
た。その書籍は総て日本の医
療行政に関わるもので、終戦
の頃厚生省に入省した中堅厚
生官僚が執筆したものであっ
た。この年（昭和 36 年）、日
本の国民皆保険制度が始まっ
ている。厚生省の論調は、英
国の社会保障制度「揺り籠か
ら墓場まで」を称賛していた。
上京の目的は日本の医療制度
を動かす事にあったのだから、
その内容を早くから勉強して
おきたいと言う気持ちであっ
た。女中さんが、観光もせず
本を広げている独りの若い男
に怪訝な面持ちであったのを
記憶している。

　宿を後に帰京し登校が始
まった。昭和 36 年 4 月、桜が
咲き誇っていた。駒場教養学
部構内の桜は文字通り燃えて
いた。あの鮮やかさは今も忘
れられない。籍は理科二類で、
語学ではドイツ語の講義も始
まった。英語は勿論文学講読
で、これも面白かった。数学は
さっぱり分からなかった。行
列式が殆ど理解できず、絶望
感を味わったものである。経
済学を選択したものの、数理
経済学とでも言う風な数式の
羅列だったので投げた。医学
部の入試に向けての勉強をど
うするか、作戦も立てなけれ

ばならなかったのだが、試験
科目が大学の教養課程での勉
強内容を対象とするので、先
ずは日々の勉強とはなった次
第である。
　充実感が横溢し、ベルトの
穴に中・高・大学のバッジを
並べて通し腹に力の籠る思い
を覚えた。しかしある日、井
の頭線の電車で渋谷に向かう
途中、吊革に掴まっていると、
前席の若い女性が私のベルト
に目を遣り、不快そうに顔を
顰めた。私は自分の気持ちを
そんな形で表現していたこと
に恥じ入り、帰宅後直ちに全
部のバッジをはずした。学歴
や資格への形式的な拘りの悍
ましさを教えて下さったあの
女性の眼差しを忘れ得ない。学
歴とか資格とかの意味は、そ
の人の誇りや愉しみ、それに
如何に世の役に立つかにこそ
あれ、形式や表象には関係な
いのだと悟った大きな瞬間で
あった。
　構内は自治会の活動も活発
で、江田五月などが上級生と
してマイクで演説していたり、
石原慎太郎の「太陽の季節」
が出版されて話題になってい
たりしていた。自治会の代議
員選挙で選挙運動的な動きも
あった。今思えば 60 年安保闘
争の翌年で学生運動も再編成
の途上であったのだろう。こ
の時は私もまだ環境の変化に
馴染めず、直接それに関わる
つもりはなかった。　　
　同級生には中々面白い人が
いた。先ずは全国通信模擬試

験の芸名（？）について
「おー、君が鉄腕アトム
か！」「俺、ヒトラーだ
よ。」なんて会話で初対

面となったりした。旧制第一
高等学校「理乙」に相当する
クラスで、医学部志望者を含
め、薬学部、理学部生物系や
農学部志望の学生達であった。
中でも親しくしてくれた一人
に渋谷のダンディボーイ N 君
がいた。一緒に渋谷に出ると
自分の庭の様に洒落たバーを
案内してくれる。そればかり
か、女給さん達と打ち解け垢
ぬけた会話を先導してくれる。
日比谷高校の出にはこんなセ
ンスの良い連中もいるのかと
驚いた。
　一度大阪に帰り、剣道の防
具一式を運んで剣道部に入部
した。名乗りを挙げ、早速練
習を始めた。冬に入って、横
須賀海兵団の施設で合宿あり、
太鼓叩いての寒稽古に励んだ。
部員の入居していた寮へ遊び
に行ったときは、久米正雄の
描いた「学生時代」だったか
で読んだ旧制第一高等学校の
寮の話を思い出した。
　下宿を自分で選んで替わり
たくなった。大学の生協に出
向き、世田谷区は経堂の一軒
家に決め、駒場の小母さんに
は悪かったがそそくさと引っ
越しした。小母さんの気持ち
を害した事が今も悔やまれる。
通学は井の頭線に乗り換える
コースに変わった。下北沢の
駅は最近エスカレーターもつ
いたが、小田急線が地下に潜っ
たため、上下移動が大変。階
段自体は 60 年前と同じである
が、以来大分すり減っている。

次号へつづく

或る外科医の一代記   大学教養学部の頃①
一代記

長田 博昭理事長
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　春雨や真夏の夕立などは、雨
のうちでは悪くない風情のもの
ですが、どんな雨でも、海上で
遭う雨は楽ではありません。ひ
と頃私たちが仲間と持っていた
ぼろ漁船は、操舵室に屋根が無
かったので、雨になると合羽と
フードに身を固めて操縦しなけ
ればなりませんでした。
　一度、航行中に突然大雨に
見舞われ、それもとびきりの豪
雨で、とても目を開けていられ
ないので前が見えなくなり、や
むなく両目と鼻をそっくり覆う
水中眼鏡を掛けて、やっと操舵
した事がありました。傍からみ
たらかなりドジな光景だったで
しょうが、当人は必死でした。
　尤も、海の雨も苦労の種ばか
りではありません。午後遅く帰
港のため烏帽子岩の辺りから江
ノ島へ向かって航行中のことで
した。それまで降っていた小雨
が上がって、西の空に晴れ間が
覗き西日が射したと思ったら、
東に向かう船の真正面に、左右
の水面から水面まで、くっきり
と大きな半円形の虹が掛かり、
私たちの船はその中心に向かっ
て進んで行きました。その至福
の時間は長くは続かず、次第に
虹は薄れ、千切れてゆきました
が、その間、私たちは恍惚とし
て、言葉もありませんでした。
虹はこの世とあの世との通り
道だ、という古い言い伝えが、
身に滲みるような思いでした。
　虹といえば「七色」と、私
は常々決めつけていましたが、
どうやらそれは流行歌などの
洗脳の結果のようで、国によ
り地方によっては、虹は二色、
三色、四色、五色など、様々
のようです。考えて見たら、
虹の色は太陽光線の総てを含
むのだから、全部グラデーショ

ンで繋がっていて、境目はな
い筈です。強いて言えばそれ
こそ「虹色」一色ですね。
　無い筈の虹の境目を区切っ
て七つにしたのは、どうやら
ニュートンの仕業のようで、彼
は光と音とを結びつけようと
考えて、ド、レ、ミ、ファ、ソ、ラ、
シ、と同じように、光も七色、
としたとのことです。でも、ど
うやら光波と音波とは関係は
なかったようです。ところが
日本では、文明開化と共に自
然科学が輸入された折、ニュー
トンの業績と共に、その「虹
の七色」説も教科書に載って、
日本の常識になってしまった、
というわけですね。
　現にアメリカでは、虹は六色
とされているとのことで、で
はどの色が日本の七色から差
し引かれているかと言えば「藍
色」なのですね。藍色は「イ
ンディゴ・ブルー」と呼ばれ、
どうやらブルーの一種とされ
ているようです。ブルーという
色は、「ネイビー・ブルー」「ター
コイズ・ブルー」「スカイ・ブ
ルー」「オーシャン・ブルー」「セ
ロリアン・ブルー」「ウルトラ
マリン・ブルー」など、分け
ようと思えば、いろいろに分
けられるが、同じと言われれ
ば、そうとも言える色ですね。
　それにつけても思い出すの
は小学校入学の折のことです。
当時も公立の小学校には入学
試験はありませんでしたが「メ
ンタルテスト」というものが
あって、試験する先生に色々質
問を受けて一人一人、答えるの
ですが、パネルの色見本を指

され、その名前を言わされる
テストがあり、他の色はすら
すら答えられたが、一つだけ
名前の判らない色があり、色々
考えて、いつぞや祖母が言って
いたのを思い出して、恐る恐
る「こん」と答えたら、「えっ？」
と聞き返され、シマッタ、と
怯んだのを覚えています。そ
の色が「藍色」だったのですが、
どうして私は、こんな八十何
年も前の戦前の些細なことを、
今でも覚えているのでしょう。
当時は大人の間では「紺の前
掛け」とか「紺絣」とか、紺
という色名のほうが、よく使
われていました。逆に教育関
係では、紺よりは藍色の方が
普通だったのでしょうか。
　ブルーというと「ネイビー・
ブルー」「オーシャン・ブルー」

「ウルトラ・マリーン」など海
と関わりが強いのは、海は青い
から当然ですが、そういえば、
いつぞや、これもぼろ船で西の
海から伊豆半島の沖を東に向
かって戻る途中のことが思い出
されます。行く手に、周囲の海
とは、はっきり違う濃紺の帯が、
其処だけ盛り上がって、右から
左へと、まるで海の上の川のよ
うに滔々と流れているのが見え
ました。この老朽漁船でそれを
乗り切って行くのかと思った
ら、ぞっと背筋が寒くなりまし
た。まさにそれが黒潮というも
のだったのですが、それが、そ
れほど目に見える形で存在する
とはそれまで思ってもみなかっ
たので、その「藍色」の海の迫
力は、その後久しく目の裏に焼
き付いていました。
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い
う
伝
説
を
生
ん
で
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
記
録
で
は
、
島
内
に
「
仁

田
抜
け
穴
」（
仁
田
が
抜
出
た
穴
）

の
伝
説
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

曽
我
兄
弟
の
あ
だ
討
ち
話
か
ら

派
生
し
た
歌
舞
伎
「
寿
曽
我
対
面

（
こ
と
ぶ
き
そ
が
の
た
い
め
ん
）」

は
、
父
を
工
藤
祐
経
に
討
た
れ
た

曽
我
兄
弟
が
正
月
に
敵
（
か
た
き
）

の
工
藤
と
対
面
し
、
そ
の
際
、
工

藤
が
巻
狩
り
の
総
奉
行
職
を
務
め

た
後
で
兄
弟
に
討
た
れ
る
こ
と
を

約
束
し
、
年
玉
（
と
し
だ
ま
）
代

わ
り
に
狩
場
の
通
行
手
形
を
渡
す

と
い
う
内
容
で
す
。

　

画
中
、
仁
田
が
抱
え
る
松
の
木

は
、
正
月
に
門
松
に
用
い
た
「
根

曳
き
の
松
（
正
月
最
初
の
子
（
ね
）

の
日
に
、
根
ご
と
引
き
抜

い
た
松
）」を
示
し
て
い
て
、

新
春
を
祝
う
お
め
で
た
い

絵
柄
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
七
ツ
目
合
（
な
な
つ
め

あ
い
）」
と
は
、
あ
る
干

支
と
そ
の
七
つ
目
の
干
支

の
組
み
合
わ
せ
を
縁
起
の

良
い
も
の
と
す
る
俗
習
で
、

右
上
に
「
巳
（
年
）
江
の

島
座
頭
」
の
絵
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。「
江
の
島
座

頭
」
も
三
津
五
郎
の
十
二

の
人
物
を
演
じ
る
歌
舞
伎
舞
踊
）

の
内
の
亥
年
、
仁
田
四
郎
役
の
役

者
絵
で
す
。

　　

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
富
士
の

裾
野
の
巻
狩
り
で
暴
れ
る
大
イ
ノ

シ
シ
を
仕
留
め
た
と
さ
れ
る
「
仁

田
四
郎
（
に
っ
た
し
ろ
う
）
の
イ

ノ
シ
シ
退
治
」
の
場
面
で
す
。
こ

の
巻
狩
り
は
鎌
倉
将
軍
源
頼
朝
が

催
し
た
も
の
で
、
日
本
三
大
あ
だ

討
ち
の
一
つ
、
曽
我
兄
弟
の
あ
だ

討
ち
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
仁

田
四
郎
は
こ
の
時
の
勇
猛
を
買
わ

れ
、
後
に
二
代
将
軍
源
頼
家
の
命

で
富
士
の
人
穴
（
ひ
と
あ
な
）
と

呼
ば
れ
る
溶
岩
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、

人
穴
が
江
の
島
に
通
じ
て
い
る
と

　

こ
の
作
品
は
、
江
戸
時
代
の
歌

舞
伎
役
者
、
三
代
目
坂
東
三
津
五

郎
の
当
た
り
芸
、　
（
じ
ゅ
う
に
し 

し
ょ
さ
ご
と
。
十
二
支
に
ゆ
か
り 藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

TEL：0466-33-0111

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　

※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料JR「辻堂」駅東口改札北口出口から徒歩 5 分

藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

◆ ア ク セ ス ◆

第 21 回 「浮世絵がつなぐ
　　　　　　　　曽我物語と藤沢・江の島」

図
３　

歌
川
芳
盛「
東
海
道
名
所
之
内　

京
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４
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歌川国貞「十二支所作 亥 七ツ目合 仁田四郎 
坂東三津五郎」「巳 江の島座頭」

投 書 箱 か ら ●
今
回
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投
書
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お
知
ら
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を
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い
た
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す
。
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当
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お
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９
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、
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。
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よ
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ら
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不
安
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苦
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生
活
か
ら
約
一
年
半
が
経
過

し
ま
す
。
最
近
で
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
決
し
て
安
心

と
は
言
い
切
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
も
目
に
し
て
、
一
体
ど
こ
で

何
を
も
っ
て
終
わ
り
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言
え
る
の
か
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
に
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座
右
の
銘
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あ
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ま
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目
は
「
０
と

１
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う
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つ
目
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や
ら
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き
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わ
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で
す
。
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張
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面
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な
く
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に
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位
口
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て
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ま
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当
た
り
前
の
言
葉
で
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葉
に
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助
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ら
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て
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。
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に
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れ
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が
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や
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で
は
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き
っ

と
結
果
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違
い
ま
す
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自
分
は
大
丈
夫
」
と
行
動
し
て
い

て
は
ダ
メ
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
皆
で
や
ら
な
き
ゃ
終
息

し
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

早
く
何
も
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え
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に
ハ
シ
ゴ
酒
が
し
た
い
で
す
。
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健康フェスティバル 2021 について

『健康フェスティバル 2021』実行委員会（お問合せ先：0466-36-8151）

毎年 5月に開催を予定しております
健康フェスティバルですが、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
今年も開催中止とします。

 

　湘南の海ではゆったりと流れる時間の中で美しい情景に出会
うことがあります。それは光輝く夏の海だったり雲が染まる冬
の夕暮れだったり様々です。そんな湘南の海で見つけた四季
折々の素敵な情景を展示させていただきます。
　　　　　　　1960 年生まれ　藤沢市片瀬在住

　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2021 年 5 ～ 6 月）

連絡先　市川紀元写真事務所
　　　　E-mail:aloha@surfshonan.com

湘南時間　市川紀元写真展

◆５月の外来診療担当表◆
一 般 外 来

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡
一般

神経内科
新城

一般

岡
一般

神経内科
村川

一般

岡   
第 1・3・5

 新城  
第 2・4

岡
一般

神経内科

小川
一般

循環器

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

小川
一般

循環器
- - 相澤

（予約）
相澤

（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

奥脇（裕）
一般

消化器
永渕

一般
- 新城

一般

小川
一般

循環器
-

岡田
一般

循環器
- - -

相澤
第 1・3・5
（予約）

-

外 科
午前 呉 池田（清） 呉 （輪番制） 松﨑 松﨑

午後 松﨑
一般・肛門

- - 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

横山 横山

池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島（大） 芹ヶ野

今井 今井 山本 今井 宇都 宇都

午後
芹ヶ野 庭山 - 池田（全） 田中 -

- 宇都 - 横山 - -

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（二宮）

午後 - 多田 - - - -

夕 方
診 療 午後 - 呉 - - - -

 2021.5.1 現在

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午前）予約
（午後）

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

呼吸器
内科 午前 福﨑

予約

肛門
外科 午後 松﨑
胸部

化学療法
外来

午前 長田
予約

皮膚科 午前
午後 宮部

心  療
内  科

午前 三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リハ
ビリ科

午後 〇
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

緩和
ケア
内科

午前

午後

福﨑 
予約

（午前）

片町 
予約

（午前）

片町 
予約

（午後）

禁  煙
外  来

午後 長田
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田 
予約

長田
予約（応相談）

専 門 外 来

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前    8：30 ～ 11：30　
午後　2：30 ～ 4：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間    4：30 ～ 7：00

（午前）

一部予約 一部予約

一部予約

発熱、咳、倦怠感などの症状がある患
者さんは、屋外に設置しました「発熱
外来」で診察を行います。

詳細は、院内の掲示とＨＰでご確認ください→
☎0570-003252

https://www.swg.or.jp/

予約・お問い合わせ→

発熱外来のご案内 予約制


